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階段状磁場変化に対する月の電磁応答
Lunar Electromagnetic responses to the stepwise changes in the IMF
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月の起源・進化に対する理解を深める上で、月の電気伝導度構造（内部構造）を明らかにすることは必要不可欠であ
る。かぐや衛星の磁場観測装置 LMAG で取得された磁場データに関して、2007年 12月 21日から 2008年 10月 31日の
期間（衛星高度 100 km）のデータを用いて、電気伝導度の推定を行っている。月において電磁誘導現象が発生した場合、
電磁誘導のソースとなる磁場変化と、月の電磁誘導による二次磁場の和として磁場変化が観測されていることが期待さ
れ、定点観測である Apollo12号ではそのような事例が報告されている（例えば Dyal and Parkin, 1971）。本研究では、月
の遠方太陽側に位置する ACE衛星もしくはWIND 衛星で観測された階段状の惑星間空間磁場変化に着目し、月への到
来時刻に対応する時間帯の LMAG データにも、前述の電磁誘導現象と考えられる記録を確認した。
上記のかぐやにおける観測事例に対して、月を一様導体球と仮定して電気伝導度を求める Dyal and Parkin (1971)の手

法を適用すると、階段状磁場変化の主たる成分に対する電磁応答が再現でき、一様導体球とみなした月の電気伝導度は、
1×10−4∼4×10−4 S/mと推定された。他方 LMAG データには、入力磁場の微小成分に対して、モデル計算からは予測さ
れない信号が含まれていることが明らかになった。Apollo、Lunar Prospectorのデータについても精査した結果、このよ
うな信号は、階段状磁場変化到来時に共通するものであるとわかった。本発表では、かぐや、Apollo、Lunar Prospector
の磁場データを用いた電気伝導度のモデル計算の結果と、新たに判明した特異な信号について報告する予定である。
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